平成２７年１月吉日
平成２７年度　年頭所感（案）
カーボンブラック協会
会長　　工藤　能成
　新年あけましておめでとうございます。
平成２７年の新しい年を迎え、皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　顧みますと昨年の日本経済は、アベノミクスにより円高・株安が是正される中、年初は消費増税前の駆け込み需要や円安による輸出の改善などで好調だったものの、4月増税後は駆け込み需要の反動減、急速な円安などにより、直近の二四半期の国内総生産は前年同期比マイナスが続いております。 
　政府は景気回復・デフレ脱却を最優先する形で本年10月からの消費税率引き上げを延期したのは衆知のところでございます。 

また、海外では、米国が堅調に推移した一方、欧州は低成長、中国は減速となっております。
　このような経済状況の中、昨年の国内自動車生産は、消費税駆け込み需要の注文残が無くなった7月以降前年比割れが継続し、また円安にも拘わらず輸出向けが思ったように伸びませんでしたが、増税前の駆け込み需要効果等で年間では前年比1％増の約970万台と見込まれます。
一方、カーボンブラックの主な用途先である自動車タイヤ需要は、新車、市販用共に前年並みと見込まれています。
このような自動車・タイヤの需要環境の下、昨年の国内品と輸入品を合わせたカーボンブラック需要は、年後半に若干落ち込んだものの年前半の駆け込み需要効果等により前年比同等で落ち着くものと見込んでおります。
但し、内訳として国内品は前年比若干下回る中、輸入品が10％に近い増が見込まれ、輸入品量は過去最高であった2008年の18.5万トンに近い数量になるものと思われます。また、輸入品の中でも異常とも思える低価格の中国品が前年比4割以上増え、また輸入品全体の約5割を占めていることが特筆すべき点としてございます。

　次に本年の見通しですが、日本経済は消費税率引き上げの延期により和らぎつつある反動減がより強固なものになってくると期待されます。一方、円安の継続は輸出企業を中心に堅調な業績が予想されるものの、物価上昇で輸入企業の業績悪化、一般消費者の購買力低下の懸念があります。原油安は景気向上にプラスに作用していくものと推察されます。
　海外では、アメリカは回復基調が持続し、欧州は内需の伸び悩みにより低成長が持続、中国は生産能力過剰，不動産市場の落ち込みにより減速が続くと予想されます。
このような経済環境の下で、カーボンブラック需要がどうなるかですが、自動車生産は、国内販売、輸出共に減少し、前年比4%減、またタイヤも新車、市販用共に減少し国内総需要は前年比3%減と見込まれており、カーボンブラック需要も昨年より微減になるものと見込まれます。
　カーボンブラック産業を取り巻く環境は、タイヤ・自動車部品メーカー海外進出のより一層の拡大、異常とも思える低価格攻勢で増量を図っている中国品対抗など国内カーボンブラック事業の安定には厳しい道のりが続いております。
私共カーボンブラック業界と致しましては、企業が為すべきコストダウンを初めとした取組みは会員各社が磋危琢磨し、一方環境、安全等、業界共通の問題は各社の力を結集して局面打開を図り、日本のカーボンブラック産業の生き残りに向け頑張っております。
かかる状況下、関係省庁・お客様各位には、尚一層のご厚誼とご高配を賜りますよう心よりお願い申し上げる次第でございます。

今年は「未」年でございます。ひつじは『未』で未熟を意味していますが、これからの成長と無限の可能性を秘めております。
平成27年と言う新たな年において、世界・日本経済が成長し、自動車およびタイヤ生産が伸び、我々カーボンブラック業界も恩恵を受け、成長していくことを強く願っております。
なお、本年11月4日～6日の3日間、横浜のベイホテル東急を会場としてカーボンブラック 2015 アジア太平洋国際会議を開催致します。
　日本開催は、1999年の葉山に続き第2回目となりますが、葉山時は海外からの参加者を含め総勢200名近くが参集し、好評を得る中で開催されました。
今回も皆様方のご支援・ご協力を頂戴する中、多数の参加者を得て、実の有る会議となるよう取り進めて参りたく存じますので、何卒宜しく御願い申し上げます。
最後になりますが、年頭にあたりまして皆々様の益々のご健勝と各社の更なる発展を衷心よりお祈り申し上げ、私くしのご挨拶といたします。　
　以上
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